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％
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【図１】平成17年度の日本の
　　  水利用の実態（上）と
　　  水道の普及（下）

生活用水
159億m3

（19％）

工業用水
126億m3

（15％）

農業用水
549億m3

（66％）

総取水量
834億m3

     

　
水
は
私
た
ち
の
生
活
や
都
市
活
動
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
用

い
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
生
活
に
必
要
な
水
の
ほ

と
ん
ど
は
、
今
日
で
は
水
道
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
図
１
は
、
日
本
に
お
け
る
水
利
用
の
実
態
を

表
し
た
も
の
で
す
。
平
成
17
年
度
に
河
川
や
地
下
水
な

ど
の
水
源
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
の
量
は
、
全
国
合
計
で

８
３
４
億
立
方
メ
ー
ト
ル
で
し
た
（
※
１
）。
用
途
別
に

見
る
と
、
農
業
用
が
５
４
９
億
立
方
メ
ー
ト
ル
と
最
も

多
く
、
次
い
で
、
生
活
用
（
水
道
水
と
し
て
供
給
）
が

１
５
９
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
工
業
用
が
１
２
６
億
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
の
近
代
水
道
は
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
の

横
浜
水
道
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
初
期
の
コ
レ
ラ
等
の

全
国
的
な
蔓
延
な
ど
を
背
景
に
、
衛
生
上
安
全
な
水
の

供
給
を
第
一
の
目
的
と
し
て
、
感
染
症
の
進
入
経
路
で

あ
る
港
湾
都
市
に
お
い
て
早
期
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
都
市
を
中
心
に
整
備
が
進
み
、
戦
後
急
速

に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
末
現
在
、
水
道

を
利
用
し
て
い
る
人
は
全
国

で
１
億
２
４
３
６
万
人
、
普

及
率
は
97
・
３
％
と
な
っ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が

水
道
を
利
用
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
（
※
２
）。
一
人
ひ

と
り
が
一
日
に
使
用
す
る
生

活
用
水
は
、
戦
後
、
生
活
水
準

の
向
上
な
ど
に
よ
り
増
加
し

水
利
用
の
実
態
と
水
道
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

池
本
　

忠
弘
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総電力使用量
80.16億kWh

水道施設
78.68億kWh
（98％）

事業所等
1.48億kWh
（2％）

平成

給
水
人
口
（
万
人
）

11,000

11,500

12,000

12,500
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13,500

14,000

11,6

31

94

【図2】水道事業者などの
         電力使用（上）と
         エネルギー消費（左）
        （ともに平成18年度）

エネルギー消費量
80.94PJ

電力（水道施設）
78.45PJ
（97%）

熱
0.12PJ
（0.2％）

電力（事務所等）
1.48PJ
（2％）

燃料
0.89PJ
（1％）

次

生
活

（

供
給
）

１
５
９
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
工
業
用
が
１
２
６
億
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一

使

生

活
用
水
は
、
戦
後
、
生
活
水
準

の
向
上
な
ど
に
よ
り
増
加
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
節
水
機
器
の
普
及
や
節
水
意
識
の

高
ま
り
な
ど
に
よ
り
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
き
、
平
成
９

年
度
前
後
を
ピ
ー
ク
に
、
以
降
、
わ
ず
か
な
が
ら
減
少

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
※
１
）。 

　
水
道
水
が
各
家
庭
に
供
給
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
に
水
道

が
初
め
て
作
ら
れ
た
頃
に
は
、
ま
だ
電
気
も
十
分
に
使

え
な
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
施
設
整
備
の
計
画

で
は
、
高
低
差
の
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
周
到
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
水
道
事
業
者
が
水
源
か

ら
水
道
の
原
水
を
取
り
入
れ
、
浄
水
施
設
で
人
の
飲
用

に
適
す
る
水
に
な
る
よ
う
処
理
し
、
一
般
の
需
要
に
応

じ
て
必
要
な
量
の
水
を
送
る
ま
で
の
各
段
階
に
お
い

て
、
電
力
を
は
じ
め
と
し
て
燃
料
、
熱
と
い
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
平
成
18
年

度
に
水
道
事
業
者
な
ど
（
※
２
）
が
使
用
し
た
電
力
量
は
、

80
・
16
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
し
た
（
※
３
）。
こ
の
う
ち
、

水
道
施
設
で
使
用
さ
れ
た
電
力
量
は
78
・
68
億
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
で
あ
り
、
事
務
所
な
ど
で
は
１
・
48
億
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
の
電
力
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
別
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
水
道
施
設
の
中
で
ポ
ン
プ
施
設
に
よ

る
電
力
使
用
の
割
合
は
平
成
５
年
度
実
績
で
92
％
で

し
た
（
※
４
）。
水
道
事
業
者
な
ど
に
よ
る
電
力
使
用
量

は
、
日
本
全
体
の
電
力
使
用
量
（
９
２
７
１
億
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時:

自
家
発
分
含
ま
ず
）
の
０
・
86
％
に
相
当
し

ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で
見
る
と
、
水
道
事

業
者
な
ど
に
よ
る
電
力
、
燃
料
、
熱
の
使
用
に
伴
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
合
計
で
80
・
94 
PJ
で
あ
り
（
※
５
）、

日
本
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
（
２
万
２
７
１
３
PJ
）

に
占
め
る
割
合
は
０
・
36
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
※
６
）。

す
な
わ
ち
、
水
道
水
を
作
る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
99
％
は
電
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

電
力
の
98
％
は
水
道
施
設
で
消
費
さ
れ
、
水
を
送
る
た

め
の
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
費
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。 

     

　
水
道
は
、
水
循
環
系
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、

水
量
と
水
質
の
両
面
で
環
境
変
化
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
水
道
も
、
水
を
作

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
や
浄
水
過
程
で
生
じ

る
汚
泥
に
よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
や
メ
タ
ン

と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
お
り
、
環
境
に

負
荷
を
与
え
て
い
ま
す
。 

　
水
資
源
の
利
用
に
は
、
用
途
に
応
じ
た
適
正
な
水
量

と
水
質
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
地
球
規

模
で
の
人
口
の
急
増
や
環
境
汚
染
、
そ
し
て
気
候
変
動

な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
、
地
球
上
の
利
用
可
能
な
水
が

減
少
し
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
は
、
安
全
な
水
の

確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
公
共
用
水
域
や
地
下
水
の
量

と
質
の
悪
化
を
防
止
し
、
改
善
す
る
こ
と
は
、
水
資
源
の

保
全
の
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
す
。
水
道
事
業
に
お

い
て
は
、
水
道
の
原
水
の
水
質
に
応
じ
て
適
切
な
水
質

管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
高
度
浄
水
処
理
（
※
７
）
の

導
入
を
図
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
高
度

浄
水
処
理
の
導
入
は
、
水
道
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
を
引
き
上
げ
る
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
水
質
汚
濁
の
防
止
は
、
環
境
保
全
の
観
点
の
み
な

ら
ず
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
も
推
進
さ
れ
る
べ

き
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
国
民
の
関
心
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
「
安
全
で
お
い
し
く
飲
め
る
水
」
の
供
給
が

確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、
水
資
源
の
保
全
は
、
そ
の
対

策
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

     

　
飲
料
水
と
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
水
道
か
ら
視

点
を
拡
げ
て
水
利
用
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
も
必

水
利
用
を
通
じ
た
地
球
環
境
対
策

地
球
環
境
問
題
と
水
道
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【図3】水利用の観点から家庭でできる温暖化対策の事例

（※9） 

（※10） 

要
で
す
。 

　
平
成
18
年
度
に
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
は
、

一
世
帯
当
た
り
５
２
０
３
㎏
、
一
人
当
た
り
２
０
８
１

㎏
で
し
た
（
※
８
）。
用
途
別
に
排
出
量
の
内
訳
を
見
ま

す
と
、
水
道
が
２
・
２
％
（
一
世
帯
当
た
り
１
１
４
・

１
㎏
）、
給
湯
が
14
・
３
％
（
同
７
４
４
・
７
㎏
）
と
な

っ
て
お
り
、
水
道
の
利
用
と
関
連
の
深
い
も
の
が
大
き

な
役
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
省
エ
ネ

型
の
機
器
へ
の
買
い
換
え
や
特
別
な
器
具
の
購
入
を
し

な
い
で
も
実
践
で
き
る
一
般
家
庭
で
の
温
暖
化
対
策
と

し
て
は
、
例
え
ば
、
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
「
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分
家
族
全
員
が

減
ら
す
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
（
図
３
上
（
※
９
））。

ま
た
、
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
給

湯
の
際
に
目
的
に
併
せ
て
設
定
温
度
を
変
更
す
る
こ
と

や
、
風
呂
給
湯
器
に
関
し
て
家
族
で
入
浴
間
隔
を
あ
け

た
り
シ
ャ
ワ
ー
を
不
必
要
に
流
し
た
ま
ま
に
し
た
り
し

な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
（
図
３
下
（
※
10
））。

水
道
そ
の
も
の
の
利
用
と
比
較
し
て
環
境
・
家
計
の
両

面
で
よ
り
大
き
な
影
響
の
あ
る
給
湯
に
つ
い
て
は
、
設

定
温
度
や
使
用
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
こ

と
が
重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
近
年
で
は
、
節
水
効
果
を
考
慮
し
た
給
水
用
具
が
多

く
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
最
も
水
道
水
を
使
う

ト
イ
レ
（
※
11
）
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
タ
ン
ク
付
き
・

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
無
し
の
従
来
型
便
器
で
は
、
洗
浄
用

に
一
回
当
た
り
13
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
使
わ
れ
ま
す
が
、

最
新
の
節
水
型
便
器
で
は
、
洗
浄
水
量
が
一
回
当
た
り

５
な
い
し
６
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
純
に
計

算
す
れ
ば
、
水
洗
ト
イ
レ
の
利
用
に
係
る
水
道
料
金
や

環
境
負
荷
に
つ
い
て
、
50
〜
60
％
の
削
減
効
果
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
洗
浄
水
量
は
、

各
種
便
器
の
洗
浄
能
力
に
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ
て
お

り
、
必
要
な
水
量
を
用
い
な
け
れ
ば
流
れ
切
ら
な
か
っ

た
り
、
排
水
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
よ
う
な

事
態
も
生
じ
か
ね
な
い
た
め
、
ト
イ
レ
で
の
水
利
用
に

当
た
っ
て
は
、
便
器
の
性
能
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

　
蛇
口
の
水
と
し
ば
し
ば
対
比
さ
れ
る
ボ
ト
ル
入
り

飲
料
水
の
環
境
負
荷
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
問
題
や
容

器
の
製
造
及
び
輸
送
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

環
境
負
荷
の
ほ
か
、
平
成
20
年
３
月
に
発
足
し
た
環
境

省
の
研
究
会
（
※
12
）
な
ど
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
利
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

平
均
的
な
水
道
事
業
の
電
力
使
用
量
と
ボ
ト
ル
入
り

飲
料
水
の
製
造
・
輸
送
に
係
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
比
較
し
た
結
果
、
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
は
水

道
水
の
７
２
７
倍
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
と
の

試
算
結
果
も
あ
り
ま
す
（
※
13
）。 

　
世
界
に
目
を
や
る
と
、
欧
米
で
は
水
道
水
の
利
用
や

Ｐ
Ｒ
を
通
じ
た
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
英
国
ロ

ン
ド
ン
市
は
平
成
20
年
２
月
、
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
を

買
う
の
を
や
め
、
安
く
て
お
い
し
く
、
環
境
に
も
や
さ

し
い
水
道
水
を
飲
む
よ
う
に
と
市
民
に
訴
え
か
け
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
着
手
し
ま
し
た
（
※
14
）。
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
あ
る
種
の
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
は
、
水

道
水
に
比
べ
て
価
格
が
５
０
０
倍
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

３
０
０
倍
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
市
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い

ル

て
い

す

単
純

計

算
す
れ
ば
、
水
洗
ト
イ
レ
の
利
用
に
係
る
水
道
料
金
や

環
境
負
荷
に
つ
い
て
、
50
〜
60
％
の
削
減
効
果
が
見

省
の
研
究
会

で
ペ

ル
の
再
利
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

平
均
的
な
水
道
事
業
の
電
力
使
用
量
と
ボ
ト
ル
入
り

ペ

で

種
の

ル
入

飲
料
水

水

道
水
に
比
べ
て
価
格
が
５
０
０
倍
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

３
０
０
倍
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
市

以
外
に
つ
い
て
も
、
米
国
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
市
な
ど
で
同
様

の
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
米
市
長
会
で
は
、
自
治
体
に
ボ
ト
ル
入
り
飲

料
水
の
使
用
を
段
階
的
に
削
減
さ
せ
、
水
道
水
の
重
要

性
を
増
進
さ
せ
る
決
議
が
平
成
20
年
６
月
に
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
一
部
の
水
道
事
業
者
な
ど

が
環
境
報
告
書
な
ど
で
、
単
位
水
量
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
値
を
公
表
し
て
い
ま
す
が
（
１
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
数
十
〜
百
㎎
）、
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
に
つ
い
て

は
、
同
様
の
情
報
に
乏
し
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
や
環
境
省
に
よ
り
、
商
品
の

資
源
採
掘
か
ら
廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
や
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
算

定
や
表
示
に
関
し
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
進
展
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
（
※
15
、
※
16
）。 

      

　
本
稿
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
都
市
活
動
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
水
に
関
し
て
、
水
資
源
の
利
用
の
実
態

や
、
水
道
水
を
作
る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、
水
資
源
の
保
全
と
改
善
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
観
点
か
ら
水
道
に
お
け
る
地
球

環
境
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
飲
料
水
と
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
水
道
か
ら

視
点
を
拡
げ
て
水
利
用
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
も

必
要
で
あ
り
、
家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策
の
実
例
や

国
内
外
で
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
ボ
ト
ル
入
り

飲
料
水
の
環
境
負
荷
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
普
段
の
生
活
で
の
水
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
（
家
計
）
の
バ
ラ
ン
ス
を

併
せ
て
考
え
て
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
対
策
の
効
果
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
水
道
、

ガ
ス
、
電
気
の
事
業
者
が
相
互
に
連
携
し
、
利
用
者
の

観
点
に
立
っ
て
ト
ー
タ
ル
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
可
能
な
利
用
の
実
現
に
向

け
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
考
え
、
実
際
の
効
果
に
つ
い
て
意
識
し

な
が
ら
着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

 （
※
１
）
国
土
交
通
省
土
地
・
水
資
源
局
水
資
源
部
『
日
本
の
水
資
源
』
平

成
20
年
版
（
２
０
０
８
年
）。
１
立
方
メ
ー
ト
ル
は
、
１
０
０
０
リ

ッ
ト
ル
。

（
※
２
）
こ
こ
で
水
道
事
業
者
な
ど
と
は
、
水
道
事
業
者
の
う
ち
給
水
人
口

が
５
０
０
０
人
超
の
い
わ
ゆ
る
「
上
水
道
事
業
者
」
と
、
水
道
に

よ
り
水
道
事
業
者
に
対
し
て
そ
の
用
水
を
供
給
す
る
事
業
者
で
あ

る
「
水
道
用
水
供
給
事
業
者
」
を
指
す
。

（
※
３
）
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
『
水
道
統
計
　
施
設
・
業
務
編
』
平
成

18
年
度
版
（
２
０
０
８
年
）
を
元
に
厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課

に
お
い
て
実
施
し
た
追
加
調
査
に
よ
る
。

（
※
４
）
社
団
法
人
全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
『
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
基
礎
デ
ー
タ
集
』（
２
０
０
４
年
）
６
―
４
頁

（
※
５
）
PJ
は
、
ペ
タ
ジ
ュ
ー
ル
。
ペ
タ
は
10
の
15
乗
。

（
※
６
）
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
し
て
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
内

供
給
量
を
用
い
た
。

（
※
７
）
高
度
浄
水
処
理
と
は
、
通
常
の
浄
水
処
理
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で

き
な
い
物
質
（
カ
ビ
臭
・
カ
ル
キ
臭
・
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
そ
れ
ぞ
れ

の
元
と
な
る
物
質
な
ど
）
の
除
去
を
目
的
と
し
た
浄
水
処
理
方
法
の

こ
と
を
い
い
、
通
常
の
浄
水
処
理
に
活
性
炭
や
オ
ゾ
ン
な
ど
に
よ
る

処
理
工
程
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
水
道
の
原
水
の
水
質
の
改
善
が
進

ま
な
い
地
域
で
の
導
入
に
加
え
、
安
心
し
て
お
い
し
く
飲
め
る
水
道

水
の
供
給
を
目
的
と
し
て
も
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
※
８
）
温
室
効
果
ガ
ス
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
オ
フ
ィ
ス
『
日
本
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
デ
ー
タ
（
１
９
９
０
〜
２
０
０
６
年
度
）』（
２
０
０
８

年
７
月
９
日
）

http://w
w
w
-gio.nies.go.jp/aboutghg/nir/nir-j.htm

l

（
※
９
）
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
「
家
庭
で
で
き
る
取

り
組
み
10
項
目
」（
２
０
０
７
年
４
月
改
訂
）

http://w
w
w
.jccca.org/content/view

/1053/678/

（
※
10
）
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
「
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事
典
」

２
０
０
８
年
版

http://w
w
w
.eccj.or.jp/dict/

（
※
11
）
東
京
都
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
節
水
の
習
慣
」。
平
成
14
年
度
の

一
般
家
庭
水
使
用
目
的
別
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
ト
イ
レ
用
が
28

％
と
最
大
に
な
っ
て
い
る
。 

http://w
w
w
.w
aterw

orks.m
etro.tokyo.jp/pp/syuukan/index.

htm
l

（
※
12
）
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
は
じ
め
と
し
た
容
器
包
装
の
リ
ユ
ー
ス
・
デ
ポ

ジ
ッ
ト
な
ど
の
循
環
的
な
利
用
に
関
す
る
研
究
会
。

http://w
w
w
.env.go.jp/council/36pet-junkan/yoshi36.htm

l

（
※
13
）
財
団
法
人
水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
『
浄
水
施
設
を
対
象
と
し
た

Ｌ
Ｃ
Ａ
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
２
０
０
８
年
）
56
頁

（
※
14
）London O

n T
ap

　
１
リ
ッ
ト
ル
の
水
道
水
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
３
０
０
㎎
と
し
て
い
る
。

http://w
w
w
.londonontap.org/

（
※
15
）
経
済
産
業
省
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
算
定
・
表
示
・
評
価
に
関
す
る
ル

ー
ル
検
討
会
」

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/com

m
ittee/kenkyukai/k_8.htm

l

（
※
16
）
環
境
省
「
温
室
効
果
ガ
ス
『
見
え
る
化
』
推
進
戦
略
会
議
」

http://w
w
w
.env.go.jp/council/37ghg-m

ieruka/yoshi37.htm
l 
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